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In this study， we explore ways of supporting university students to reach out to those around 
them when they experience difficulties in discussing their worries with others despite wanting to. 
Based on some pilot studies， we created nine categories relating to support seeking in times of worry. 
The results of the subsequent questionnaire survey (N = 432) were as follows. First， when university 
students want help but cannot seek it， they tend not to seek indirect support from those close to them， 
but rather wish to be listened to， to be sympathized with， and pursue mutual diversions. Moreover， 
when they can seek help， there are no significant gender or partner differences in terms of their 
needs to be listened to and sympathized with. However， there were gender and partner時relationship
di百erencesprior to seeking help. 






きた。例えば，Frojd， Marttunen， Pelkonen， Pahlen 
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などの大きな決断をj自られたりするため，多くの悩












(0.2%) や「カウンセラ-J (0.2%) はほとんとご選
択されていなかった。海外においても同様に，援D)J
を求める相手として専門家より身近な人が好まれる
ことが示されている (Swinclle，Heller， Pescosoliclo， 
































































(Lockspeiser， O'Sullivan， Tehrani， & Muller， 2008)。
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門学校生52 1:'1 を対象に I~I EI:j記述調査を行った。その
結果，被相談者に求めることとして得られた101件
の回答は. í 十分な{頃Jf!~\J. i 11:  J芭f持決J. i情緒的な
共 !~~J の 3 カテゴ 1) に分類された。
次に. 自己開示の観点から検討した研究を挙げ
る。森脇・坂本・汁!H}(2002)は，大学生95名に対



















































調査時期 2011年 7月から 9月であった。











































J委し方の 項目(回答)例 [1;1子名 研究者(年)
内容
黙って自分の話を最後までlifJし1てほしい 十分な傾Wa， 妹尾 (2006)
話をj部く 去最後まで1寺15をかけて開く 真剣な姿勢 森脇・坂本・丹野 (2002)tI'1~1床を持って IJ11 く オノ!、こ!lr文、
悩みの相談に乗ってくれる 積極的な言語的支援食 (2010)
I'i五み解決相談すると相手がli1み解決のために協力してくれる ポジティブな効果 永井二 新井 (2007，2008) 
のための解決の行動まで一緒にとる おi身な行動 森脇坂本丹好 (2002)
サポート 解決法を一緒に考えてくれた 共行動 丸山今川 (2001)
相談するとよい意見やアドバイスをもらえる ポジティブな効果 えく井 新井 (2007.2008) 




jiヰJjと策をぎ文えてほしい 問題解決 妹)毛 (2006)
励ましてくれる 積極的な言語的支援合 (2010)
励まし
相談すると相手が励ましてくれる ポジテイブな主力果 jJく井二 子Ui'jl二(2007.2008) 
!むめ
J~J、めてくれた なぐさめサポート 丸山今)1 (2001) 
オ/上、} 戎札 、 jl~!惑する 北ノ、!戎じ 、 森脇坂本・丹野 (2002)





真剣にi昔jしミてほしい 十分な傾!陪 妹尾 (2006)
相手が真剣に話をiれ、てくれた 親身対応 丸山今日1(2001) 
気が休まるまで一緒にいる 親身な行動 森脇坂本・丹U!j'(2002) 
寄-り ì~ー1 心配してくれた なぐさめサポート 丸山今)1 (2001) し、 心配
命 (2010)自分の気持ちを話さなくても分かつてくれる 関わりの毘避





物質的サポート 丸山今)1 (2001) 
のilITでの H首り~.却をされた





















































































































れた。 lfi.l答はすべて無記名で、行われた O 所要時間は
がJ5-15分であった。







友J. 1友達J. 1恋人J. 1その他Jから単一回答方式
で回答を求めた。 3 身近な人に求める接し方 相
談したくてもできない時に身近な人に求める接し方
を尋ねる45項目について， 1あなたは， 2 で選ん
だ相手にどのように接してほしいと思いましたかJ
と教示し， 15 とてもしてほしいよ 14.ややし
てほしいJ. 13 どちらともいえないJ. 12 やや



















































通りJ. /悩み ~j、外サポート J の各得点より有意、に高
かった。「悩み以外サポート」得点は「寄り添い」
得点より有意に低かった。












4、配して fどうしたの'?Jなどと15円いてくれる ，82 
「話をする機会を{午ろうか'?Jなどと提案してくれる .59 




































話を I~:J く (α= .86) 
自分の話が終わるまでは.違う話題に移らないでいてくれる .84 





話を開いて. I~l 分に理解を示してくれる .89 















































































(F(1，164) = 5.06， Pく.01) において性別の主効果が
有意であり， I相手から話しかけ'J(F(3，l64) = 3.97， 
戸く.01)，I気H青らしJ(F(3，164) = 4.45，戸く.001)，I寄













相手から 気Il古らし寄り添い いつも 1'五み以外 ニ6守己二、ノ1:=し1 慰め 話をliFJく
jノ上、!戎"-、
F{痘 (dj)
話しか(ナ 通り サポートアドバイス 励まし 理角!I'
M 3.55 4.03 3，62 3.47 3.37 3.76 3.76 3.98 3.98 20.54*料














相手 n M SD 
家族 12 2，80 0.94 
親友 16 3.48 1.03 
友人 15 3.51 0.80 
恋人 3 3，67 0.46 
家族 25 3，37 0.94 
親友 56 3.91 0.72 
友人 30 3.49 0.99 
恋人 15 4.00 0.58 
家族 12 3.33 1.22 
親友 16 4，1 1.04 
友人 15 4.07 0.67 
恋人 3 3.13 1.03 
家族 25 3.72 1.08 
親友 56 4.30 0.73 
友人 30 4，13 0.91 
恋人 15 4.36 0.58 
家族 12 2.92 1.01 
親友 16 3.38 0.81 
友人 15 3.45 0.56 
恋人 3 4.00 0.80 
家族 25 3.65 0.88 
親友 56 3.88 0.75 
友人 30 3.63 0.68 
恋人 15 4.01 0.46 
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